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2006年及び2007年千島列島沖地震による津波のシミュレーション
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　2006年11月15日千島列島沖でMw8.3の地震が発生し，それに伴う津波が日本沿岸部および，ハワイ，北中

南米で観測された．そのおよそ2か月後の2007年1月13日には，海溝軸より海側でアウターライズ地震が発生

し，2006年の地震時と同様，日本沿岸部および北中南米で津波が観測された．2006年地震の際，日本では津

波警報が解除された後に最大波が観測され，津波予測における課題となった．その後，2010年チリマウレ地

震や2011年東北地方太平洋沖地震で記録された高品質なDART観測記録により，遠地津波における地殻の弾性

や海水の圧縮性の効果が確認された。これらの研究成果により遠地津波のシミュレーション技術は向上

し，2010年チリマウレ地震や2011年東北地方太平洋沖地震の津波は高精度に再現された。本研究ではこの最

新の遠地津波シミュレーション技術を利用して，2006年および2007年千島列島沖地震の津波を再解析す

る。本研究の目的は，2006年及び2007年千島列島沖地震の津波が先行研究である2010年チリマウレ地震や

2011年東北地方太平洋沖地震の津波と同程度に再現可能でることを確認することである。特にこれまで行わ

れていないアウターライズ地震である2007年千島列島沖地震に注目する。 

 

　地殻の弾性，海水の密度成層と分散性の効果を入れた非線形長波式を差分法で解くことにより得られた

2006年及び2007年千島列島沖地震の津波波形とDART観測点で観測された津波波形を比較してその再現性を

検討した．入力に用いる断層モデルは建築研究所のHPで公開されているモデル及びFujii and Satake(2008)で

示されているものを用いた．地形データは5分間隔にリサンプリングしたGEBCOを利用した。地震発生から

24時間の津波を計算した。計算ステップ間隔は5秒とした。 

 

　計算の結果，2006年千島列島沖地震津波においては、到達時刻及び振幅ともに先行研究と同程度の再現性

が得られた．しかし，2007年千島列島沖地震津波のシミュレーションにおいては観測波形の再現性はやや低

かった．後続波にいくほどずれが大きくなることから海岸での反射や海底地形に屈折が影響していると推察さ

れる。今後，計算法や地形分解能を変えて影響を確認するとともに，必要があれば波源モデルについての検討

も行う予定である．
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